
    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
下記の項目の中で、生徒が「将来の生き方や進路について考えるため、指導してほしかった」と感じてい

るものは、「自分の個性や適性（向き・不向き）を考える学習」が最も高く、次いで「社会人・職業人とし

ての常識やマナー」、「就職後の離職・失業など、将来起こり得る人生上の諸リスクへの対応」が高くなっ

ており、生徒の求める指導が、卒業直後の進路選択ではなく、自分を知ることや社会人・職業人になった自

分を想定したものであることに注目しましょう。これらの期待に応える長期的な視野に立ったキャリア教育

が求められています。 

 

 

 

１．【生徒】将来の生き方や進路について考えるために指導して欲しかったこと【BEST５】 

0％  10％  20％  30％  40％  50％  
１．自分の個性や適性（向き・不向き）を考える学習     33.5% 

２．特に指導してほしかったことはない     25.4%  

３．社会人・職業人としての常識やマナー    22.9%  

４．就職後の離職・失業など、将来起こり得る人生上の諸リスクへの対応   19.7%   

５．卒業後の進路（進学や就職）選択の考え方や方法   18.4%   
（「キャリア教育に関する総合的研究第一次報告書」令和２年３月より作成）    

 

２．【ホームルーム担任】キャリア教育で今後重要だと思うこと【BEST５】※「とても重要だと思う」の項目が高い順 

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％ 
１．生徒が、学年末や卒業時までに「○○ができるようになる」など、具体的な目標を立てること       45.2% 

２．取組の目標や方法、育てたい力などを教員間や校務分掌間で共通理解を図ること       43.0% 

３．キャリア教育担当者に各教員が協力すること     39.5%  

４．キャリア・カウンセリングを実施すること     29.4%   

５．教員がキャリア教育に関する研修などに参加し、指導力の向上を図ること    27.2%   

（「キャリア教育に関する総合的研究第一次報告書」令和２年３月より作成）    

 

 

 

３．【ホームルーム担任】キャリア教育で困ったり悩んだりすること【BEST５】 

0％  10％  20％  30％  40％  50％  
１．キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない      34.5% 

２．キャリア教育についての考え方・思いが教員によって差が大きい     25.9%  

３．キャリア教育と進路指導との違いがわからない    23.8%  

４．キャリア教育の取組に対する評価の仕方がわからない    23.2%   

５．キャリア教育に関する指導の内容・方法をどのようにしたらよいかわからない   18.3%   
（「キャリア教育に関する総合的研究第一次報告書」令和２年３月より作成）    
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高校生・ホームルーム担任それぞれの立場から見たキャリア教育につ

いてのアンケート結果を簡単にご紹介します。今後のキャリア教育を行

う参考にしてください。 

 
出典：国立教育政策研究所・進路指導研究センター「キャリ教育に関する総合的

研究第一次報告書」（令和２年３月） 


